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未来へ繋ぐ、命を守る防災教育
NPO 法人　気象キャスターネットワーク（東京都）　　事務局職員　水越 祐一 さん

河川教育で培う豊かな表現力
宇城市立海東小学校（熊本県）　　教頭　鶴田 るみ子 さん　　教諭　那須 亮作 さん

河川財団奨励賞受賞研究
- 陸と海をつなぎ沿岸水産業の持続に向けた新たな知見 -
岡山大学大学院環境生命科学研究科　　特任助教　齋藤 光代 さん

河川基金助成の現場から

I N T E R V I E W

川を愛する人のために



河川基金へのご寄付は
全国の川をより良くする活動へと
つながっています。

【写真】馬入水辺の楽校における活動

馬入水辺の楽校は川の自然と触れ合える場を作ろうと、駐車場や不法投棄などが行われていた場所の自然環境を
復元し、オープンから 16年が経過し、豊かな自然環境が戻りました。子供達の遊び声が聞こえてこないなど、

都市住民や子供達の自然離れが進んでいることを受け、馬入水辺の楽校の会は、川の自然楽校や野遊びの秋祭り、や
ぎ島探検や農業体験など、多様な環境学習活動を展開しています。また、地域の環境学習活動の拠点に育てようと、
自然観察路の整備にも取り組んでいます。「休日の日にはどこかの団体が何かしらの環境学習活動を実施している」
そんな楽校になることをめざしています。

河川基金　FILE 04

河川基金は、川づく
り団体「馬入水辺の

楽校の会」

を応援しています。

16 年間にわたる
河川教育活動の継続と展開
馬入水辺の楽校の会（神奈川県平塚市）
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04	 平成 29 年度「河川基金」の新規助成案件を採択決定しました

09	 平成 28 年度	川づくり団体全国事例発表会
	 - 活動の持続可能性や発展を目指して -

11	 平成 28 年度	河川教育研究交流会
	 - 学校における河川教育と子供たちの変容 -
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13	 未来へ繋ぐ、命を守る防災教育
	 NPO法人　気象キャスターネットワーク（東京都）　　事務局職員　水越	祐一	さん

16	 河川教育で培う豊かな表現力
	 宇城市立海東小学校（熊本県）　　教頭　鶴田	るみ子	さん　　教諭　那須	亮作	さん

19	 河川財団奨励賞受賞研究
	 - 陸と海をつなぎ沿岸水産業の持続に向けた新たな知見 -

	 岡山大学大学院環境生命科学研究科　　特任助教　齋藤	光代	さん

　河川基金だよりでは、様々な川づくり活動に取り組む皆さまにとって、その活動の参考となるよ
うな Good	Practice についての情報発信と共有を目指していきます。
　今回は、河川基金を活用して全国各地で活動されている方々のなかで、川づくり団体については
水越	祐一さん、学校での河川教育については鶴田	るみ子さんと那須	亮作さん、河川に関する研究
については齋藤	光代さんから、その活動の様子やメッセージをお聴きしました。	

Good Practices 
of the Outcomes 
Supported by 
the River Fund

【写真提供】岡山大学 齋藤 光代 さん

I N D E X

河川基金助成の現場から

I N T E R V I E W
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T O P I C S
河川財団ではこのたび、平成 29 年度
の河川基金助成事業の新規案件とし
て 227 件を採択決定しました。

平成 27 年 7 月に取りまとめられた「今
後の河川整備基金のあり方検討委員
会」の報告を受け、前回の平成 28 年
度の助成事業からは従来の「河川整
備基金」から名称を「河川基金」と
改めるとともに、その助成事業の枠
組みも一新しました。

この改革に伴い、平成 28 年度からは
助成対象者別に「研究者・研究機関
部門」、「川づくり団体部門」、「学校
部門」の３部門に再編しており、平
成 29 年度の新規助成案件については
3 部門の合計で 405 件の申請を頂き
ました。多くの方々から助成申請を
頂き、誠にありがとうございました。

研究者・研究機関部門

平
成
29
年
度
「
河
川
基
金
」
の

新
規
助
成
案
件
を
採
択
決
定
し
ま
し
た

区分 採択数 合計
一般研究者・研究機関（うち社会・人文、文理融合系） 69（10）

98アウトリーチ活動 4
若手研究者 18
ジュニア研究者 7

川づくり団体部門

区分 採択数 合計
川づくり団体 89 93新設川づくり団体 4

学校部門

区分 採択数 合計
幼稚園、保育園、認定こども園等 5 36小、中、高等学校、特別支援学校等 31

河
川
基
金
で
は
、
人
々
の
川

へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
人

と
川
と
の
良
好
な
関
係
が
さ
ら
に

強
ま
る
よ
う
な
「
川
づ
く
り
」
に

貢
献
す
る
研
究
や
活
動
へ
の
支
援

を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
29

年
度
に
新
規
採
択
さ
れ
た
案
件
の

中
か
ら
特
徴
的
な
も
の
を
い
く
つ

か
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
研
究
者
・
研
究
機
関

部
門
】

「
川
づ
く
り
」
へ
の
貢
献
が
期
待
で

き
る
研
究
を
支
援

　
「
研
究
者
・
研
究
機
関
部
門
」

で
は
全
体
で
98
件
を
新
規
採
択
し

ま
し
た
。

①
一
般
研
究
者
・
研
究
機
関

目
的
・
成
果
が
「
川
づ
く
り
」
や

河
川
管
理
に
、
ど
の
よ
う
に
貢
献

し
活
用
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
か

を
重
視

ま
た
、
工
学
・
自
然
科
学
等
の
研

究
だ
け
で
な
く
、
社
会
科
学
・
人

文
科
学
等
の
研
究
や
文
理
融
合
系

の
研
究
に
も
幅
広
く
助
成

　

工
学
・
自
然
科
学
分
野
で
は

例
え
ば
、
宮
崎
大
学	

入
江	

光
輝

教
授
の
「
総
合
土
砂
管
理
に
よ
る

河
川
生
態
系
へ
の
影
響
の
定
量
的

評
価
手
法
の
開
発
」
は
、
今
後

得
ら
れ
る
成
果
が
土
砂
管
理
の
あ

り
方
に
つ
い
て
基
礎
的
な
情
報
と

な
り
価
値
が
高
い
と
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
平
成
28
年
８
月
の

東
北
豪
雨
の
際
の
中
小
河
川
で
の

被
災
状
況
を
踏
ま
え
、
特
に
流

木
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
そ
の
発
生
量

の
推
定
手
法
の
開
発
を
目
指
す
、

東
北
大
学	

小
森	

大
輔
准
教
授
の

「
２
０
１
６
年
８
月
東
北
豪
雨
に

お
け
る
流
木
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
」
が
タ
イ
ム
リ
ー
な
研
究
で

あ
る
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

平成 29 年度
申請数　合計 405 件
採択数　合計 227 件

防災・減災や河川・流域の視点から、治水・利水・環境に関
する新たな科学的知見を得る取り組みや新技術の開発に向け
た調査・研究を行う、研究者や研究機関に助成を行っています。

河川や流域への理解を深めることにより、川や流域をより健全
な姿に変える、あるいは戻すための活動を行う市民団体等（川
づくり団体）に助成を行っています。

学校教育の現場において、河川・流域を通じて防災、環境、歴史・
文化等を学習する河川教育に取り組む小・中・高等学校、特別
支援学校、幼稚園、保育所、認定こども園等に助成を行っています。
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文
理
融
合
系
の
研
究
で
は
、
東

京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学

研
究
科
の
「
学
融
合
・
地
域
連
携

型
の
流
域
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
」
が
、
流
域
の
「
見

え
る
化
」
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成

を
活
用
し
て
、
流
域
リ
テ
ラ
シ
ー

を
持
つ
人
材
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
案
す
る
こ
と
を
目
指
す
点
が

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
と
し
て
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

②
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

一
般
市
民
の
方
々
に
、
川
に
関
す

る
研
究
へ
の
興
味
・
関
心
を
持
っ

て
頂
き
、
理
解
を
深
め
て
頂
く
こ

と
を
目
指
し
て

　
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
」
で
は

研
究
者
等
が
一
般
市
民
な
ど
に
向

け
て
実
施
す
る
公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

高
大
連
携
事
業
、
出
前
事
業
と

い
っ
た
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま

す
。　
　

　

採
択
事
例
と
し
て
は
、
江
戸
時

代
か
ら
東
京
の
発
展
を
支
え
て
き

た
玉
川
上
水
・
分
水
網
に
よ
る
水

循
環
の
特
徴
や
歴
史
文
化
的
な
価

値
を
広
く
一
般
市
民
に
伝
え
よ
う

と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
中
央
大

学
の
谷
下	

雅
義
教
授
の
「『
多
摩

か
ら
江
戸
・
東
京
を
つ
な
ぐ
水
循

助成事業名 所属機関名 代表者 概要

総合土砂管理による河川
生態系への影響の定量的
評価手法の開発

宮崎大学 教授 入江 光輝

宮崎県を流れる耳川では健全な流砂系回復による治水安全度向 上と水質・生物環境改善を目的
として国内初の 3 ダム連携による通砂運用が計画されている。こうした大規模な土砂管理事業
は前例が少なく、そのインパクトが定量的に評価された事例はない。そこで、自然流砂系回復
に対する河川形状および河川生態系の応答をリアルタイムモニタリングし、適正な土砂管理に
ついて検討する。

2016 年 8 月東北豪雨
における流木発生メカ
ニズムの解明

東北大学 准教授 小森 大輔

2016 年東北豪雨で甚大な被害が生じた岩手県岩泉町を流れる小本川を対象に流木発生メカニズ
ムを明らかにする。土砂ダム形成過程解明のため、豪雨後に生成された土砂ダムや周辺の斜面
崩壊および植生状況を調査する。土砂ダム崩壊・流出過程解明のため、得られた知見より再現
した土砂ダムが崩壊する降水特性を数値実験にて解析する。最終的に、地質・植生・水文など
多岐の素因から想定しうる最大流木発生量の推定式を立案する。

学融合・地域連携型の
流域リテラシー教育プ
ログラム開発

東京大学大
学院新領域
創成科学研
究科

准教授 福永 真弓

都市河川は住まう人びとから物理的に見えず、関心を失いやすいため、水害や津波などの潜在
的な災害リスクが高い。本プロジェクトは、鎌倉市滑川流域において、地形・水・景観・社会
関係資本の専門知を翻訳・統合し、簡単に情報・技術知を活用できるデータベース・マップを
作る。同時に、専門知を翻訳・統合して、災害リスクを含めて流域を適切に理解、行動できる「流
域リテラシー」を育む専門化・地域人材育成プログラムを作る。

一般研究者・研究機関

助成事業名 所属機関名 代表者 概要

「多摩から江戸・東京をつ
なぐ水循環牡の保全と再
生」第 2 回シンポジウム
の開催

中央大学 教授 谷下 雅義
大学・市民が協働し玉川上水を基軸として、下流側の水循環と中上流部の緑・歴史文化的側面
の保全・活用を図る「多摩から江戸・東京をつなぐ水循環牡の保全と再生」シンポジウムを実
施する。

アウトリーチ活動

助成事業名 所属機関名 代表者 概要

記録的降雨によって常呂
川で発生した噴砂の地盤
工学的な発生機構の解明
と発生条件の整理

北見工業大学 助教 川尻 峻三

本研究では、河川増水により常呂川で発生した特異な噴砂に対し、地盤工学的な知見を取り入
れた合理的な噴砂発生機構の解明を試みる。具体的には、面的に地盤剛性を取得できる物理探
査などの地盤調査を詳細に行い、噴砂箇所の地盤工学的な特徴を見出し、空気湧出箇所と比較し、
裏のり尻から遠い地点での噴砂発生条件を整理する。この結果は、裏のり尻から遠い箇所で発
生する噴砂に対する対策工の必要性の検証に資するものである。

若手研究者

助成事業名 所属機関名 代表者 概要

守れ！ふるさとのヒダサ
ンショウウオ

山県市立高富
中学校 校長 谷端 良夫

生物部が校区に棲む準絶滅危惧種のヒダサンショウウオの研究を行う。現地調査によりヒダサ
ンショウウオの生態を調べながら、水温、体長、異動の様子、食べ物などの基礎データを収集
する。さらに、越冬幼生のとなる要因と餌の量との関係性や、卵・幼生の成長と水温との関係
などについて詳細な調査を行う。

ジュニア研究者

研究者・研究機関部門の採択事例
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ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
態
の
解
明
や

そ
の
保
全
に
役
立
つ
と
期
待
さ
れ

て
お
り
、
同
校
は
過
去
の
河
川
基

金
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
を
も
と

に
、
平
成
28
年
11
月
の
「
第
51
回

野
生
生
物
保
護
実
績
発
表
大
会
」

に
お
い
て
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
り
、
日
本
生
態
学
会
な

ど
の
学
会
で
研
究
発
表
を
行
う
と

い
っ
た
非
常
に
優
れ
た
成
果
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

【
川
づ
く
り
団
体
部
門
】

将
来
に
向
か
っ
て
川
づ
く
り
活
動

を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に

　
「
川
づ
く
り
団
体
部
門
」
に
つ
い

て
は
、
93
件
の
新
規
採
択
を
行
い

ま
し
た
。

　

な
お
助
成
対
象
の
川
づ
く
り
団

体
が
各
地
で
開
催
す
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
の
情
報
は
、
そ
の
開
催
前

に
河
川
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
助

成
事
業
者
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
や
お
近
く
の
方
は

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
川
づ
く
り
団
体

「
川
づ
く
り
」
へ
の
貢
献
や
、
活
動

を
継
続
的
に
展
開
す
る
た
め
の
後

継
者
育
成
を
目
指
し
て

　

採
択
事
例
の
一
つ
で
あ
る
、
Ｎ

Ｐ
О
法
人
し
ま
ね
体
験
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
の
「
斐
伊
川
・
神
戸
川

流
域
環
境
マ
ッ
プ
づ
く
り
Ⅺ
」
は
、

子
ど
も
た
ち
が
河
川
流
域
全
体

で
川
の
水
質
や
環
境
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
流
域
環
境
マ
ッ

プ
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
広
く
情

報
発
信
し
て
ゆ
く
こ
と
が
特
徴
で

す
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
三

島
の
「
ふ
る
さ
と
の
川
を
守
れ
！

「
水
の
都
・
三
島
」
御
殿
川
エ
コ

ア
ッ
プ
事
業
」
は
、
地
域
の
文
化
・

歴
史
遺
産
も
数
多
く
残
っ
て
い
る

三
島
市
の
湧
水
河
川
を
舞
台
に
、

多
彩
な
環
境
再
生
活
動
を
展
開
す

る
活
動
が
評
価
さ
れ
採
択
さ
れ
て

い
ま
す
。

②
新
設
川
づ
く
り
団
体

設
立
間
も
な
い
若
い
団
体
の
活
動

が
、
円
滑
に
軌
道
に
乗
る
よ
う
支
援

　

設
立
か
ら
５
年
以
内
の
新
設

川
づ
く
り
団
体
を
対
象
に
、
最
大

５
年
間
の
支
援
を
し
ま
す
。
今
回

は
、
平
成
27
年
に
竣
工
し
た
「
八

次
水
辺
の
楽
校
」
に
隣
接
す
る
河

川
敷
と
水
路
を
活
用
し
て
自
然
観

環
牡
の
保
全
と
再
生
』
第
２
回
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
」
が
あ
り
ま

す
。③

若
手
研
究
者

若
手
研
究
者
（
35
歳
以
下
）
が
研

究
者
と
し
て
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切

れ
る
よ
う
、
優
先
的
に
採
択

　

採
択
事
例
と
し
て
は
、
近
年
多

発
す
る
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
生
ず

る
堤
防
噴
砂
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

が
、
今
後
の
堤
防
強
化
に
役
立
つ

も
の
と
評
価
さ
れ
た
北
見
工
業
大

学	

川
尻	

峻
三
助
教
の
「
記
録
的

降
雨
に
よ
っ
て
常
呂
川
で
発
生
し

た
噴
砂
の
地
盤
工
学
的
な
発
生
機

構
の
解
明
と
発
生
条
件
の
整
理
」

が
あ
り
ま
す
。

④
ジ
ュ
ニ
ア
研
究
者

未
来
を
担
う
中
学
生
・
高
校
生
が
、

学
校
ク
ラ
ブ
活
動
で
行
う
研
究
を

支
援

　

採
択
事
例
と
し
て
は
、
ヒ
ダ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
態
調
査
で
あ

る
山
県
市
立
高
富
中
学
校
の
「
守

れ
！
ふ
る
さ
と
の
ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
研
究

は
準
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
ヒ
ダ
サ

平成 28 年度　河川基金研究成果発表会における表彰
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川づくり団体部門の採択事例

に
お
い
て
、
川
や
流
域
を
題
材
と

し
た
学
習
を
行
っ
て
ゆ
く
取
り
組

み
の
こ
と
を
「
河
川
教
育
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。「
学
校
部
門
」で
は
、

こ
の
河
川
教
育
を
学
校
教
育
の
現

場
に
採
り
あ
げ
、
教
育
計
画
の
策

定
・
実
践
な
ど
を
行
う
活
動
を
支

援
し
て
お
り
、
今
回
は
計
36
件
を

採
択
し
ま
し
た
。

①
幼
稚
園
、
保
育
園
、
認
定
こ
ど

も
園
等

河
川
教
育
に
よ
る
自
然
と
の
触
れ

あ
い
や
探
索
活
動

　

地
域
の
川
を
身
近
に
感
じ
つ
つ

危
険
察
知
能
力
も
身
に
着
け
る
こ

と
を
目
指
す
社
会
福
祉
法
人
ど
ろ

ん
こ
会
朝
霞
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
の

「
あ
さ
か
ど
ろ
ん
こ　

か
わ
ぐ
ん

だ
ん
！
」
な
ど
計
５
件
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

②
小
、
中
、
高
等
学
校
、
特
別
支

援
学
校
等

子
ど
も
の
発
達
段
階
や
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
、河
川
教
育
へ
の
様
々

な
取
り
組
み

　

地
域
で
の
過
去
の
水
害
の
歴
史

な
ど
を
踏
ま
え
水
害
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
災
害
時
に
自
ら
危
険

回
避
の
た
め
の
行
動
が
起
こ
せ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
岡
山

市
立
浮
田
小
学
校
の
「
う
き
だ
防

災
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」、
身
近
な
河

川
の
水
質
や
生
物
に
着
目
し
、
自

ら
課
題
設
定
し
な
が
ら
調
査
活
動

な
ど
を
行
う
安
来
市
立
広
瀬
小
学

校
の
「
富
田
川
博
士
に
な
ろ
う
」

な
ど
、
計
31
件
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
平
成
29
年
度
に
新
た

に
助
成
採
択
さ
れ
た
研
究
や
活
動

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
助
成
事
業
者
の
方
々

を
は
じ
め
、
幅
広
く
皆
様
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
河
川
基
金
助

成
事
業
が
多
く
の
方
々
に
活
用
さ

れ
、
人
々
の
河
川
へ
の
理
解
が
深

ま
り
、
人
と
川
と
の
良
好
な
関
係

が
築
か
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

助
成
事
業
者
の
皆
様
に
、

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

①
河
川
基
金
の
名
称
・
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
表
示

　

河
川
基
金
の
助
成
に
よ
り
実
施

さ
れ
た
研
究
や
活
動
は
、
各
種

助成事業名 団体名 概要

斐伊川・神戸川流域環境
マップづくりⅪ

NPO 法人　しまね体験活
動支援センター

ふるさとを愛する人づくりと環境学習の一環として、子ども達が河川流域全体で川の水質やゴミなどの環境調
査を実施して河川環境マップを作成することにより、河川環境保全活動のきっかけを作る。河川環境を守るこ
との大切さを多くの人に知ってもらうために、子ども達が活動内容や川への思いを多くの場で発表し流域全体
に水質保全等の必要性を情報発信していく。調査結果は島根県の HP に蓄積され貴重な河川環境データとなる。

ふるさとの川を守れ！
「水の都・三島」御殿川

エコアップ事業
グラウンドワーク三島

御殿川は、三島市の市街地を貫く湧水河川で、地域の文化・歴史遺産も数多く残っているが、ゴミの放置や外
来種の侵入などにより環境悪化が進行し、住民の認知も十分ではない。そこで、「水の都・三島」の原自然の
再生を目的に、インストラクター養成講座、自然観察会、ワークショップ、環境教育教材の開発等を実施し、
生物多様性と環境保全対策の強化と河川愛護者の育成を図り、具体的なエコアップ（環境再生）を進める。

川づくり団体

助成事業名 団体名 概要

江の川流域里川エコネッ
ト

江の川流域里川エコネッ
ト

平成 27 年竣工した「八次水辺の楽校」に隣接する河川敷と水路を活用して魚・水生生物・水辺の植物を蘇らせ、
「ふるさとの小川」「川の森」をつくり「楽校」の有効活用を図る。四季折々の自然観察会や探鳥会を開催する

と共に、夏休みには地域の保育所児・小学生をはじめ盆の帰省家族等を対象にサマースクール（3 日間）を開
講する。

2020 東京に向けた水防
災害啓発プロジェクト
～多摩川から世界へ

水・防災機構

本事業は、２０２０東京オリンピック・パラリンピックとその後に向けて、地域防災力の向上に向けた各種施
策の検討とその実施により、多摩川流域から世界に向けた防災啓発のための取り組みを行う。具体的には、子
供たちへの水防災教育プログラムの開発とその実践を多摩川流域から全国へ広げていくとともに、来るべき首
都直下型地震に備えた防災力強化と観光資源を目的とした水陸両用車の活用に向けた社会実験に取り組む。

新設川づくり団体

察
や
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
行
う
「
江

の
川
流
域
里
川
エ
コ
ネ
ッ
ト
」
や
、

３
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
一
つ
の
契
機
と
し

て
、
水
災
害
を
中
心
と
し
た
防
災

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
践

お
よ
び
世
界
に
向
け
た
情
報
発
信

を
目
指
す
「
２
０
２
０
東
京
に
向

け
た
水
防
災
害
啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
～
多
摩
川
か
ら
世
界
へ
」
な
ど
、

計
４
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
学
校
部
門
】

「
河
川
教
育
」
に
よ
っ
て
子
ど
も
た

ち
が
獲
得
す
る
能
力
や
、
期
待
さ

れ
る
変
容

　

あ
ら
ゆ
る
生
命
や
私
た
ち
の
身

の
回
り
に
存
在
す
る
多
く
の
物
質
は

「
水
」
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
水
が
集
ま
っ
て
で
き
る
「
川
」

や
、
雨
水
が
川
に
集
ま
っ
て
く
る

土
地
の
範
囲
で
あ
る
「
流
域
」
の

概
念
に
は
、
防
災
、
環
境
、
歴
史
・

文
化
と
い
っ
た
多
様
な
学
習
要
素

が
幅
広
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
川
や
流
域
を
学
習
素
材
と

す
る
こ
と
は
、
特
に
子
ど
も
た
ち

の
感
性
や
理
性
を
様
々
な
面
か
ら

育
む
こ
と
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
、

学
校
教
育
や
社
会
教
育
な
ど
の
場
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②
報
告
書
の
提
出
は
４
月
30
日
ま
で
に

　

河
川
基
金
の
報
告
書
は
助
成
の
翌
年
度

の
４
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
期
限
に
遅
れ
な
い
よ
う
ご
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
提
出
期
限
を
お
守
り

い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
成
果
表
彰
の
対

印
刷
物
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
看
板
な
ど
に

「
河
川
基
金
の
助
成
を
受
け
て
い
る
」
旨

と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
掲
示
を
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
そ
の
表
示
状
況
を
示
す

写
真
な
ど
を
、
実
施
報
告
書
に
必
ず
掲
載

し
て
く
だ
さ
い
。

象
外
と
な
る
ほ
か
、
次
回
以
降
は
助
成
対

象
か
ら
原
則
と
し
て
除
外
し
ま
す
の
で
ご

留
意
下
さ
い
。

　

助
成
事
業
に
つ
い
て
何
か
ご
不
明
な
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
事
務
局

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

助成事業名 学校名 概要

あさかどろんこ　かわぐ
んだん！

社会福祉法人どろんこ会　
朝霞どろんこ保育園

本園の保育理念「センスオブワンダー」「人対人コミュニケーション」の実践として、年間を通した体験活動を
行う。春は土手での散策をして草花や野草に触れ、夏は水辺での水生昆虫採集や川遊び、秋・冬は定期的に清
掃活動を行いながら地域交流を図る。季節ごとに変わる植物や生物の生態や川の様子を知る。

幼稚園、保育園、認定こども園等

助成事業名 学校名 概要

うきだ防災メッセン
ジャー 岡山市立浮田小学校

本校は海抜 2.6 メートルの土地にたつ低地にある学校である。過去砂川の氾濫や大水によって、運動場が水没
したり山崩れが起きたり近年では道路が冠水したりした被害が出ている。そこで、浮田小学校区の人々がこれ
まで水害にどのように対応してきたか、そして水害になった時どのようなことが想定され、どう行動すること
がよいかを体験的に学ばせたい。浮田小の土地にあった独自の学習プログラムを構想したい。

富田川博士になろう 安来市立広瀬小学校

町の中心を流れている飯梨川は、広瀬に住む人々には「富田川」と呼ばれ、歴史を語る川、水のきれいな川と
して親しまれている。毎年 4 年生が「総合的な学習」の時間に「富田川博士になろう」というテーマの元、調
査活動を行っている。活動には専門家を招いて、水質調査や生き物調査 ( 指標生物）等を進めていく。地域の
自然環境の良さに気づき、環境保全に向けての行動の意欲関心を高めることを目指す。

小、中、高等学校、特別支援学校等

【事務局の連絡先】
公益財団法人河川財団  基金事業部
TEL 03-5847-8303
FAX 03-5847-8309
URL：http://www.kasen.or.jp/kikin/
問合せ先：kikin-toi @kasen.or.jp

【平成 30 年度助成募集に向けた、河川基金助成（学校部門）のスキームの改革】

～より多くの学校で河川教育を取り上げていただくために～

　学校での河川教育に関する活動への助成については、平成 26 年度に河川教育部門（平
成 28 年度より「学校部門」の名称に変更）として独立させ、その取り組みを支援し
てまいりました。
　平成 26 ～ 29 年度までの 4 年間で、学校部門では計 237 件の助成を採択してきま
したが、次回の平成 30 年度助成事業募集に向けては、学校における河川教育の裾野
をより広げることを目指し、主に以下のような方向で助成スキームの改革を行う予定
です。詳細は、9 月を目途に公表予定の平成 30 年度の助成事業募集要項でお示しを
しますが、是非、河川基金助成に積極的に申請を頂き、河川教育の取り組みの推進に、
有効に活用頂ければ幸いです。

・ 新たに「河川教育導入支援」の助成区分を創設して、学校での河川教育導入準備の
ための様々な活動や、河川教育の年間指導計画作成のための活動への助成を行う。

・ 現行では、「スタートアップ」、「アドバンス」での同一レベルでの連続申請を、原
則 3 回（3 年間）までに制限しているが、これを 5 回（5 年間）までに緩和し、かつ、
一定の要件（前年度までの取り組みから得られた知見や教訓を踏まえ、教育課程や
年間指導計画等に新たな工夫を行う、複数教科にまたがるクロスカリキュラム化を
行うなど）を満たせば、5 回（5 年間）を超える連続申請も可とする。

・ 毎年開催する河川教育研究交流会（例年 1 月末～ 2 月上旬に開催）に参加をしてい
ただき全国の河川教育に取り組む学校関係者の皆様との情報共有や人的ネットワー
クづくりをしていただくことを前提に、そのための交通費等の分も助成金に含め、
現行の助成金額を増額する。

学校部門の採択事例
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体
が
あ
る
一
方
で
、
水
防
災
や
水

環
境
に
関
す
る
移
動
式
展
示
施
設

を
全
国
各
地
の
博
物
館
・
資
料
館

等
に
巡
回
す
る
取
り
組
み
や
、
学

校
と
連
携
し
た
水
環
境
教
育
を
体

系
化
し
て
推
進
す
る
取
り
組
み
を

行
う
団
体
も
あ
り
、
個
性
豊
か
な

実
践
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
東
京
で
の
河
川
舟
運
に

よ
る
水
上
交
通
復
活
を
目
指
す
社

会
実
験
や
、
土
木
遺
産
の
価
値
を

情
報
発
信
す
る
取
り
組
み
と
い
っ

た
、
地
域
づ
く
り
や
観
光
に
も
つ

な
が
る
活
動
も
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
タ
イ
プ
の

実
践
事
例
に
つ
い
て
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
は
、
川
づ
く
り
団
体
の

皆
様
そ
れ
ぞ
れ
が
今
後
の
活
動
の

展
開
を
考
え
て
ゆ
く
際
の
、
貴
重

な
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

実
践
事
例
発
表
を
し
て
頂
い
た
７

団
体
の
代
表
者
の
方
と
と
も
に
、

活
動
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
、

さ
ら
に
充
実
発
展
さ
せ
る
た
め
の

秘
訣
や
連
携
の
在
り
方
と
い
っ
た

点
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
活
動
を
担
う
人
材

平
成
29
年
２
月
３
日
（
金
）

に
東
京
都
文
京
区
本
郷
の

東
京
大
学「
山
上
会
館
」に
お
い
て
、

「
平
成
28
年
度　

川
づ
く
り
団
体

全
国
事
例
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
ほ
ぼ
満
席
の
95

名
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
27
年
度

に
完
了
し
た
河
川
基
金
助
成
事
業

の
う
ち
、
７
つ
の
団
体
に
実
践
事

例
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
７
団
体
を
含
む
計
17
団
体
の

皆
様
に
活
動
が
優
れ
て
お
り
他
の

団
体
の
参
考
に
な
る
も
の
と
し
て
、

優
秀
成
果
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

実
践
事
例
発
表

　

今
回
、
実
践
事
例
発
表
を
し
て

い
た
だ
い
た
７
つ
の
団
体
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
あ
る
い
は
全
国
規

模
で
、
各
団
体
の
強
み
や
特
徴
を

生
か
し
た
様
々
な
活
動
を
展
開
し

て
、
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

近
年
の
水
災
害
の
頻
発
化
・
激

甚
化
を
背
景
に
地
域
の
防
災
力
を

高
め
る
た
め
の
避
難
訓
練
・
図
上

訓
練
・
体
験
活
動
を
行
う
取
り

組
み
や
、
安
全
な
川
で
の
体
験
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
若
者
た
ち

を
育
成
す
る
取
り
組
み
と
い
っ
た
、

水
辺
で
の
活
動
を
中
心
と
す
る
団

T O P I C S

平成 28 年度	川づくり団体全国事例発表会
- 活動の持続可能性や発展を目指して -

学校における河川教育の取組事例発表（平成 28 年度　川づくり団体全国事例発表会）
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都道府県 団体名 助成事業名 発表

北海道 特定非営利活動法人　まち・川づくりサポー
トセンター 命を守る水害対応能力強化プロジェクトＩＮ石狩川流域 ●

北海道 帯広川伏古地区子どもの水辺協議会 帯広川に学ぶ生物・環境・経済

岩手県 一般社団法人いわて流域ネットワーキン
グ 北上川アクアレンジャーの育成 ●

宮城県 カワラバン 広瀬川アーカイブを活用した普及実践とサポーターの発掘・養成

栃木県 一般財団法人　 
渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団 渡良瀬遊水地の環境学習資料作成と人材育成

東京都 みずとみどり研究会 身近な水環境の全国一斉調査

東京都 日本河川・流域再生ネットワーク 水辺の小さな自然再生の推進に向けた現地研修会と事例情報の普及促進 　

東京都 一般社団法人　流域フォーラム 首都圏東京の河川・運河の水上交通社会実験と環境学習による人材育成 ●

東京都 水の巡回展ネットワーク 水にかかわる資料館・博物館を対象とした巡回展示物の貸し出しと展示の
ユニット化 ●

神奈川県 馬入水辺の楽校の会 馬入水辺の楽校の自然環境の保全と環境教育活動の推進 ●

長野県 土木環境しなの技術支援センター 歴史的砂防施設、河川施設調査事業 ●

岐阜県 特定非営利活動法人ｅ−ｐｌｕｓ生涯学
習研究所 地域と学校を結ぶ「水環境学習の体系化」 ●

静岡県 再生・保全管理部会　第３工区班 多様性のある湿地環境の再生と、子どもたちの自然体験活動の推進

愛知県 矢田・庄内川をきれいにする会 庄内川水系における河川環境改善の試みと生物生息調査

福岡県 筑後川まるごと博物館運営委員会 筑後川をまるごと学ぶ体験活動の推進

熊本県 ＮＰＯ法人白川流域リバーネットワーク 水防災プロジェクト in 白川

熊本県 次世代のためにがんばろ会 八代の川に親しむためのプログラム『くまがわ大好きな日』（球磨川）と『氷
川ダム流域環境デイキャンプ』・『氷川ダムホタル乱舞作戦』（氷川）

よ
う
な
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
活
動
と
水
の

巡
回
展
の
よ
う
な
イ
ン
ド
ア
で
の
活
動

を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
連
携
に
あ

た
っ
て
は
、
活
動
の
目
標
を
明
確
に
し

て
共
有
し
た
う
え
で
、
市
民
団
体
間
の

み
な
ら
ず
、
行
政
や
企
業
と
い
っ
た
多

様
な
主
体
と
連
携
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、

活
動
の
持
続
可
能
性
や
発
展
の
た
め
に

必
要
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
団
体
が
創
意
工
夫
し
つ
つ
、
日
々

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
実

感
で
き
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
議
論
が
川
づ
く
り

団
体
の
皆
様
に
と
っ
て
良
い
刺
激
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

の
確
保
・
育
成
に
関
し
て
は
、
ま
ず

は
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
楽

し
さ
や
達
成
感
が
味
わ
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
意
見

が
多
く
挙
が
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

の
高
齢
化
に
直
面
す
る
団
体
も
多
い

中
で
、
大
学
生
の
よ
う
な
若
者
を
引

き
付
け
取
り
込
ん
で
い
る
団
体
か
ら

は
、
そ
の
活
動
の
中
で
自
分
を
表
現

で
き
る
場
を
提
供
し
て
達
成
感
・
充

実
感
を
持
っ
て
も
ら
う
工
夫
を
す
る

こ
と
や
、
若
者
が
何
を
求
め
て
い
る

の
か
、
何
を
や
り
た
い
の
か
を
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
団
体
同
士
の
連
携
に
関
し

て
、
例
え
ば
水
辺
で
の
体
験
活
動
の

1パネルディスカッションの様子
2平成 28 年度 川づくり団体全国事例発表会 表彰式

1

2

平成 28 年度 川づくり団体全国事例発表会　優秀成果表彰　一覧



1111

頂
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
河
川

教
育
に
よ
り
「
育
成
し
た
い
能
力
」

と
「
育
成
し
た
い
能
力
が
身
に
つ

い
た
子
ど
も
の
姿
」
が
教
育
計
画

の
中
で
仮
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る

子
供
た
ち
の
変
容
を
具
体
的
に
把

握
し
よ
う
と
努
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
印
象
的
で
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

金
沢
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

に
よ
る
６
校
の
先
生
方
と
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
河
川

教
育
の
継
続
の
た
め
の
工
夫
、
子

供
の
変
容
、
外
部
の
市
民
団
体
や

専
門
家
と
の
関
係
な
ど
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
会
場
の
参
加
者
か
ら

の
発
言
も
交
え
つ
つ
、
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

河
川
教
育
の
継
続
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
教
師
自
身
が
地
元
の
川
の

良
さ
を
知
り
、
愛
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
新
し
く
赴
任
し
た
先
生

を
実
際
に
川
に
連
れ
て
ゆ
き
、
外

部
の
専
門
家
な
ど
か
ら
川
の
魅
力

を
伝
え
て
も
ら
う
よ
う
な
取
り
組

み
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今

回
の
よ
う
な
研
究
交
流
会
に
、
校

長
や
教
頭
と
い
っ
た
管
理
職
層
が

参
加
し
て
河
川
教
育
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
も
、
活
動
継
続
に
役

立
つ
と
の
発
言
も
頂
き
ま
し
た
。

平
成
29
年
２
月
３
日
（
土
）、

前
日
の
「
川
づ
く
り
団
体

事
例
発
表
会
」
に
引
き
続
き
、
東

京
大
学
「
山
上
会
館
」
に
お
い
て

「
平
成
28
年
度
河
川
教
育
研
究
交

流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

ち
ら
も
ほ
ぼ
満
席
の
93
名
の
皆
様

に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

全
国
の
平
成
27
年
度
の
河
川

基
金
助
成
に
よ
る
河
川
教
育
の
取

り
組
み
の
う
ち
、
６
校
の
先
生
方

に
活
動
を
発
表
し
て
頂
く
と
と
も

に
、
関
西
福
祉
大
学
の
金
沢
緑
教

授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
い
た

だ
き
、
活
発
な
議
論
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
計
30
校

の
先
生
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

成
果
を
ポ
ス
タ
ー
展
示
で
発
表
い

た
だ
く
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
白
百
合
女

子
大
学
の
神
永
典
郎
教
授
か
ら
、

今
回
の
河
川
教
育
の
取
り
組
み
全

般
に
つ
い
て
の
講
評
を
頂
き
ま
し

た
。
最
後
に
は
、
平
成
27
年
度
の

助
成
事
業
実
施
校
の
中
か
ら
計
11

校
に
対
し
て
、
そ
の
活
動
が
優
れ

て
い
る
と
し
て
優
秀
成
果
表
彰
を

実
施
し
ま
し
た
。

活
動
事
例
発
表

　

今
回
は
６
校
の
先
生
方
に
、
各

校
の
取
り
組
み
状
況
を
紹
介
し
て

T O P I C S

平成 28 年度	河川教育研究交流会
- 学校における河川教育と子供たちの変容 -

平成 28 年度　河川教育研究交流会　意見交換の様子
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都道府県 団体名 助成事業名 発表

栃木県 桐生市立　菱小学校
総合的な学習の時間「黒川と学ぶ～自然と人とのつながりを考えて～」桐生川・黒
川の環境調査を通じて、川と親しむとともに現在の川のよさや環境問題について考
え、未来に向けて川と人と自然とのかかわりについて考える。

東京都 大田区立　嶺町小学校 「多摩川から学ぶ」指導計画作成 ●

神奈川県 川崎市立　上丸子小学校 「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子多摩川カリキュラム」の
推進 ●

愛知県 岡崎市立　六ツ美中部小学校 六ツ美中部の河川及びその周辺の環境に親しみ、、学び、守ろうとする子の育成

京都府 京都市立　池田小学校 ふるさとの川　山科川を見つめて ●

大阪府 学校法人　大阪初芝学園
はつしば学園小学校 都市ダムにおける水質浄化機構とその環境・防災教育プログラムの策定

島根県 吉賀町立　六日市中学校 ふるさとの自然との関わりを通して自分の生き方を考える ●

島根県 益田市立　吉田小学校 発見！探検！高津川２０１５

広島県 尾道市立　吉和小学校 ほたるよこいプロジェクト

福岡県 北九州市立　すがお小学校 紫川とふれあい、紫川に学び、紫川を大切にする心情をはぐくむ総合的な学習の時
間の推進 ●

　

今
回
参
加
を
頂
い
た
学
校
の
先

生
方
か
ら
は
、
日
頃
の
河
川
教
育

へ
の
取
り
組
み
へ
の
熱
意
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
様
々
な
課
題
や
悩

み
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今
回
の
河
川
教
育
研
究
交
流
会

は
、
皆
様
の
今
後
の
活
動
を
行
う

上
で
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
り
、
お
互

い
に
相
談
や
連
携
を
す
る
際
の
人

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
役

立
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

を
整
理
し
た
う
え
で
外
部
の
専
門

家
等
に
担
っ
て
も
ら
う
場
面
や
内

容
を
事
前
に
擦
り
合
わ
せ
て
お
く

必
要
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の

議
論
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
様

子
も
踏
ま
え
、
神
永
教
授
の
講
評

で
は
河
川
教
育
の
取
り
組
み
の
目

標
の
明
確
化
や
そ
れ
を
達
成
す
る

た
め
の
活
動
計
画
の
重
要
性
な
ど

に
つ
い
て
指
摘
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
き
ま
し
た
。

　

子
供
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
河

川
教
育
に
よ
り
表
現
力
が
高
ま
っ

た
り
、
様
々
な
教
科
や
活
動
の
場

面
に
お
い
て
地
域
の
川
と
い
う
も

の
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

を
子
供
た
ち
自
身
が
認
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
外
部
の
市
民
団
体
や
専
門

家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
あ
く

ま
で
授
業
は
教
師
が
主
体
的
に
準

備
し
実
施
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

教
師
自
身
が
授
業
の
目
標
や
内
容

1

2

平成 28 年度 河川教育研究交流会　優秀成果表彰　一覧

1河川教育に取り組んでいる学校のポスターセッション
2平成 28 年度 河川教育研究交流会 表彰式
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I N T E R V I E W

マ
と
し
た
講
演
や
企
業
研
修
会
、
気
象

キ
ャ
ス
タ
ー
や
気
象
予
報
士
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
会
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

出
前
授
業
は
設
立
当
初
か
ら
行
な
っ

て
お
り
、
開
始
当
初
は
主
に
地
球
温
暖

化
問
題
に
つ
い
て
の
出
前
授
業
を
多
く

行
っ
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
以
降
、
防
災
へ
の
関
心
が

一
気
に
高
ま
り
、
当
会
の
中
で
も
気
象

防
災
の
普
及
活
動
を
よ
り
多
く
行
お
う

と
い
う
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
１
校

で
も
多
く
授
業
を
開
催
し
た
い
と
思
い

基
金
に
応
募
を
し
、
そ
の
お
か
げ
で
現

在
で
は
年
間
20
校
の
河
川
防
災
普
及
を

目
的
と
し
た
出
前
授
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

授
業
内
容
の
変
容
～
地
球
温
暖
化

か
ら
防
災
教
育
へ
～

　

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
や
気
象
予
報
士
が
気

象
や
環
境
、
防
災
の
普
及
・
啓
発
活
動

を
行
う
こ
と
や
、
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
の

育
成
、
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

２
０
０
４
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
達
へ
夢
と
希
望
を

与
え
る
よ
う
な
環
境
・
気
象
教
育
を
目

指
し
て
、
地
球
環
境
問
題
の
解
決
と
気

象
災
害
の
軽
減
の
た
め
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
球
温
暖
化
や
防
災

を
テ
ー
マ
と
し
た
出
前
授
業
、
子
ど
も

向
け
の
気
象
や
環
境
、
防
災
の
イ
ベ
ン

ト
や
講
座
、
環
境
問
題
や
防
災
を
テ
ー

未
来
へ
繋
ぐ
、

命
を
守
る
防
災
教
育

Ｎ
Ｐ
О
法
人　

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
東
京
都
）

事
務
局
職
員　

水
越 

祐
一 

さ
ん

現場で活躍する気象キャスターや気象予報士が講師となった出前授業

河
川
基
金
助
成
の
現
場
か
ら
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楽
し
く
学
ぶ
防
災
出
前
授
業

　

河
川
防
災
に
つ
い
て
の
出
前
授
業
は

各
45
分
の
２
コ
マ
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
半
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
雷
、
竜
巻

な
ど
突
然
発
生
す
る
気
象
災
害
に
対
す

る
防
災
を
学
び
ま
す
。
最
近
で
は
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
急
な
大
雨
が
毎
年
の

よ
う
に
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、
河
川

の
急
な
増
水
な
ど
に
よ
る
水
難
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
、
こ
の
よ
う
な
災
害
で

は
、
危
険
に
気
が
つ
い
た
時
に
す
ぐ
に

逃
げ
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
分
の
安
全
を
自
分
で
守
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
前
兆
現
象
に
注
意
し
、
ど

の
よ
う
な
行
動
を
取
る
べ
き
か
を
、
し
っ

か
り
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

後
半
は
、
大
雨
や
台
風
に
よ
る
河
川

の
は
ん
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
、
も
う
少

し
長
い
時
間
に
わ
た
っ
て
発
生
す
る
気

象
災
害
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
災
害
で
は
、
ど
の
よ
う
に
情
報

を
把
握
し
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
選
択

す
る
か
が
大
切
で
す
。
こ
こ
で
は
、
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
を
一
つ
の
家

族
と
想
定
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
川
の
近
く

に
住
ん
で
い
る
か
、
山
の
近
く
に
住
ん
で

い
る
か
、
家
族
構
成
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る

か
、
一
戸
建
て
か
、
な
ど
の
設
定
を
決

め
ま
す
。
そ
し
て
、
勢
力
の
強
い
台
風

が
直
撃
し
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
よ
う
な
大
雨
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
と
い
っ
た
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
様
々

な
防
災
情
報
が
発
信
さ
れ
る
中
で
、
い

つ
、
ど
こ
に
避
難
す
る
か
を
考
え
、
話

し
合
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

防
災
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
の
こ
と

を
事
前
に
考
え
、
話
し
合
う
こ
と
が
、

と
て
も
重
要
で
す
。
子
ど
も
達
に
は
、

避
難
方
法
に
は
正
解
、
不
正
解
は
な
く
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
考
え
て
も
ら
っ
た
こ

と
自
体
が
大
切
な
の
だ
と
話
し
て
い
ま

す
。

地
域
性
や
具
体
的
な
事
例
で
学
ぶ

授
業
内
容

　

出
前
授
業
の
内
容
は
毎
年
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。
取
り
上
げ

る
気
象
災
害
は
、
子
ど
も
達
が
ニ
ュ
ー

ス
で
見
て
覚
え
て
い
る
よ
う
な
、
な
る
べ

く
最
近
発
生
し
た
事
例
を
い
ち
早
く
取

り
上
げ
て
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河

川
管
理
者
と
も
連
携
を
し
、
河
川
管
理

の
観
点
か
ら
み
た
防
災
情
報
、
防
災
関

す
る
映
像
、
資
料
、
デ
ー
タ
等
で
最
新

情
報
を
授
業
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
、
ど
の

よ
う
な
形
式
が
効
果
的
な
の
か
を
考
え

て
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
ま
す
。
以
前

は
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
ど

の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
か
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
地
図
に
色
を
塗
っ
て
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
る
形
式
で
行
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
子
ど
も
達
が
話
し
合
っ

た
り
考
え
た
り
す
る
場
面
を
よ
り
多
く

す
る
た
め
に
、
大
雨
の
避
難
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
形
式
に
変
え
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
自
分
た
ち

の
住
ん
で
い
る
地
域
に
設
定
し
、
地
域

の
危
険
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
考
え
な
が

ら
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
形
式
も
行
っ

て
い
ま
す
。
学
年
に
よ
っ
て
情
報
を
整

理
す
る
力
や
、
地
図
の
読
解
力
に
差
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
の
学
年
に
適
し

た
方
法
を
選
ぶ
こ
と
も
大
切
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

出
前
授
業
を
行
な
う
学
校
は
こ
ち
ら

で
選
定
す
る
の
で
は
な
く
、
公
募
を
し

て
学
校
か
ら
申
込
み
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
募
集
方
法
は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
の
チ
ラ
シ
配
布
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

告
知
を
し
て
い
ま
す
。
毎
年
恒
例
の
授

業
と
し
て
定
着
し
て
い
る
学
校
も
多
い

で
す
。

　地球温暖化から防災教育へと関心が高まる中、あらゆる気象災害に対す
る子どもたちの防災への意識を高める活動として小学校の出前講座と親子
イベントなどを開催。未曾有の災害が多発する中で、自ら考え、どのよう
に行動すべきか、現場で活躍する気象キャスターや気象予報士が講師とな
り、国土交通省とも連携し、最新の情報を交えた実践的河川防災教育を目
的とした出前授業の内容が評価されています。
　募集対象は小学校 5、6 年生で募集校数は全国 20 校。実施期間は例年 5
月～ 2 月となっています。

NPO 法人　気象キャスターネットワークにおける取り組み

未来へ繋ぐ、命を守る防災教育

I N T E R V I E W
河川基金助成の現場から

未来へ繋ぐ、命を守る防災教育

I N T E R V I E W
河川基金助成の現場から
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こ
か
ら
さ
ら
に
地
域
で
取
り
組
め
る
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
る
、
と
い
っ
た
具
合

に
防
災
意
識
が
子
ど
も
か
ら
家
庭
に
、

そ
し
て
社
会
へ
と
広
が
っ
て
い
く
よ
う
な

授
業
に
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
も
防
災
教
育
を
普

及
し
て
い
く
中
で
、
未
来
へ
繋
ぐ
大
き

な
目
標
の
一
端
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
強

い
気
持
ち
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

水越 祐一　Yuichi MIZUKOSHI

NPO 法人気象キャスターネットワーク
気象予報士、防災士

神奈川県横須賀市出身
京都大学大学院理学研究科修士課程　修了
1998 年～ 2008 年　関西テレビ、ＮＨＫ大阪放送局などで気象キャスターを
担当。
NPO 法人気象キャスターネットワークでは、主に子ども向けのイベントや出
前授業などの企画、運営、資料制作を担当。
また身近な天気の話題や防災、地球温暖化などをテーマに講演を行っている。

関
東
・
東
北
豪
雨
が
あ
り
、
茨
城
県
常

総
市
の
鬼
怒
川
の
決
壊
な
ど
大
き
な
被

害
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年
も
、

台
風
10
号
に
よ
り
岩
手
県
や
北
海
道
で

川
の
は
ん
濫
や
土
砂
災
害
の
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
昨
年
の
台
風
10
号
は
、
南

海
上
に
南
下
し
た
後
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

北
上
、
統
計
史
上
初
め
て
岩
手
県
に
上

陸
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
コ
ー

ス
を
通
り
ま
し
た
。
普
段
雨
の
少
な
い

地
方
で
大
雨
と
な
っ
た
た
め
に
被
害
が

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

最
近
の
気
象
災
害
は
、
こ
れ
ま
で
の
想

定
を
覆
す
よ
う
な
事
例
が
増
え
て
い
ま

す
。
災
害
へ
の
備
え
や
い
ざ
と
い
う
時
の

避
難
も
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
超
え
る

事
態
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
多

く
の
方
に
防
災
に
つ
い
て
の
知
識
と
意
識

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
普
及
・
啓
発
活
動
の
重
要

性
も
増
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
国
土
交
通
省
の
方

や
気
象
庁
の
方
も
交
え
勉
強
会
を
し
て

お
り
、
課
題
の
検
討
や
最
前
線
で
の
情

報
を
得
て
授
業
や
イ
ベ
ン
ト
に
反
映
を

さ
せ
て
い
ま
す
。
出
前
授
業
で
子
ど
も

た
ち
に
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う

機
会
を
持
ち
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
子

ど
も
が
家
庭
で
親
に
伝
え
、
家
族
で
ど

う
す
べ
き
か
を
考
え
て
話
し
合
い
、
そ

　

講
師
は
、開
催
す
る
地
域
を
よ
く
知
っ

て
い
る
地
元
の
キ
ャ
ス
タ
ー
や
会
員
が

担
当
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
が
テ
レ

ビ
で
見
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
キ
ャ
ス

タ
ー
だ
と
親
近
感
が
沸
き
ま
す
し
、
地

域
を
良
く
知
っ
て
い
る
の
で
、
よ
り
身
近

な
話
題
を
取
り
上
げ
、
実
感
の
こ
も
っ

た
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

親
子
で
学
ぶ
防
災
教
室
も
開
催

　

助
成
を
い
た
だ
い
て
の
活
動
で
は
、

河
川
管
理
の
関
連
施
設
で
、
幼
児
や
小

学
校
低
学
年
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
向

け
防
災
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
親

子
で
参
加
を
し
て
い
た
だ
く
子
ど
も
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
小
さ
い
お
子
さ

ん
が
多
い
の
で
、
ク
イ
ズ
や
実
験
、
例

え
ば
綿
を
使
っ
て
雲
の
図
鑑
を
作
る
よ

う
な
工
作
な
ど
、
体
験
型
で
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
企
画
を
多
く
し
て
い
ま
す
。

お
天
気
や
防
災
を
楽
し
み
な
が
ら
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
重
点
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
担
う
防
災
教
育

　

近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
気
象

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
は

た
い
で
す
。

　

授
業
を
行
っ
た
小
学
校
か
ら
感
想
文

を
頂
く
こ
と
も
あ
り
、
気
象
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
作
り
が
出
来

た
と
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
今
後

も
新
た
な
る
気
付
き
を
与
え
ら
れ
た
ら

い
い
で
す
ね
。

未来へ繋ぐ、命を守る防災教育

I N T E R V I E W
河川基金助成の現場から
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河
川
教
育
で
培
う
豊
か
な
表
現
力

I N T E R V I E W

河
川
基
金
助
成
の
現
場
か
ら

く
を
流
れ
る
砂
川
を
使
っ
た
学
習
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
き
、
そ
れ
に
取

り
組
ん
で
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

際
に
ち
ょ
う
ど
、
当
時
の
教
頭
が
河
川
財

団
の
河
川
基
金
を
見
つ
け
て
、
河
川
基
金

の
助
成
に
も
申
請
を
し
ま
し
た
。

学
校
教
育
に
お
け
る
河
川
教
育
の
位

置
づ
け

　

本
校
で
は
、
最
初
の
導
入
時
点
か
ら
、

１
年
か
ら
６
年
ま
で
の
全
学
年
を
対
象
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進

校
と
し
て
の
取
り
組
み
を
し
な
く
て
は
い

け
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
や
る

の
で
あ
れ
ば
最
初
か
ら
全
学
年
で
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
考
え
が
基
本
に
あ
り
ま
し

た
。

　

も
と
も
と
本
校
で
は
、３
年
生
で
は
シ
ョ

ウ
ガ
栽
培
を
し
た
り
、
５
年
生
で
は
米
づ

く
り
や
熊
本
県
全
体
の
取
組
で
あ
る
水
俣

河
川
教
育
の
導
入
の
き
っ
か
け
や
経
緯

　

本
校
で
の
河
川
教
育
の
取
り
組
み
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
度
で
３

年
目
に
な
り
ま
す
。

　

最
初
は
、
宇
城
市
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持

続
発
展
教
育
）
の
推
進
校
と
し
て
の
指
定

を
頂
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て
平
成
24
度
に
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
登
録
し
ま
し
た
。
し

か
し
そ
の
後
の
２
年
間
、
環
境
教
育
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う	

と
し
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
核
と
な
る
よ
う
な
テ
ー
マ

や
素
材
が
見
つ
か
ら
ず
、
具
体
的
な
取
組

み
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進

校
の
指
定
を
受
け
た
当
初
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が

何
た
る
か
を
教
師
も
あ
ま
り
理
解
し
て
お

ら
ず
、
何
を
取
っ
掛
か
り
に
し
て
い
け
ば

良
い
の
か
と
い
う
き
っ
か
け
が
な
か
な
か

掴
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
何
か
活
動
の
中
心
に
な
る
も

の
を
と
考
え
た
と
き
に
、
学
校
の
す
ぐ
近

河川教育で培う豊かな表現力

I N T E R V I E W
河川基金助成の現場から

宇
城
市
立
海
東
小
学
校
（
熊
本
県
）

教
頭　

鶴
田 

る
み
子 

さ
ん　
　

教
諭　

那
須 

亮
作 

さ
ん

熊本県宇城市立海東小学校における砂川での水質調査（５年生「水環境を守ろう」）
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宇城市立海東小学校での河川教育の取り組み

砂
川
）
や
ホ
タ
ル
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。
５
年
で
も
社
会
科
で
の
環
境
を
守
る

工
夫
や
産
業
に
お
け
る
水
の
大
切
さ
を
合

わ
せ
て
学
ん
で
い
ま
す
。
６
年
生
で
は
、

砂
川
の
源
流
か
ら
河
口
ま
で
の
水
の
動
き

や
循
環
、
地
形
・
地
質
を
調
べ
る
学
習
を

理
科
で
行
い
、
そ
れ
に
関
連
付
け
て
、
海

東
の
土
地
の
成
り
立
ち
ま
で
探
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、	

３
年
生
の
シ
ョ
ウ
ガ
栽
培

（
海
東
の
名
産
で
あ
る
シ
ョ
ウ
ガ
栽
培
や

調
べ
学
習
を
通
じ
て
、
水
の
必
要
性
や

恵
み
、
砂
川
と
の
関
係
、
土
壌
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
も
の
）、
５
年
生
の
米
づ
く
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
と
し
て
全
校
で
行
っ
て
い
る

「
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
」、
熊
本
県
内
の
全
て

の
小
学	

５	

年
生
が
水
俣
に
出
か
け
て
環

境
学
習
を
行
う
熊
本
県
事
業
「
水
俣
に

学
ぶ
肥
後
っ
子
教
室
」
と
い
っ
た
様
々
な

活
動
・
学
校
行
事
と
も
密
接
に
関
連
さ
せ

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

初
年
度
で
あ
る
平
成	

26	

年
に
河
川
学

習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
際
、
せ
っ
か
く

取
り
組
む
な
ら
ば
全
学
年
の
繋
が
り
を
考

え
、
全
体
で
取
り
組
め
る
よ
う
な
無
理
の

な
い
活
動
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
最

初
の
年
度
は
、
地
域
の
素
材
を
優
先
し

て
つ
く
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
児

童
の
学
び
の
実
態
や
状
況
に
応
じ
て
少
し

ず
つ
変
化
さ
せ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ち
な
み
に
現
在
は
、
低
学
年
で
は
「
水

の
気
持
ち
よ
さ
を
体
験
す
る
学
習
」、
中

に
つ
い
て
の
学
習
を
し
た
り
と
い
っ
た
よ
う

に
、
水
や
川
に
関
連
し
た
学
習
を
幾
つ
か

行
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
河
川
教

育
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
既

存
の
学
習
を
組
み
立
て
直
し
て
、
川
に
繋

い
で
い
っ
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　

全
く
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
た

の
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
川

で
の
体
験
活
動
を
取
り
入
れ
た
こ
と
く
ら

い
で
し
ょ
う
か
。
も
と
も
と
、
海
東
小
学

校
に
は
川
や
水
に
関
係
し
た
既
存
の
活
動

が
あ
っ
た
こ
と
が
、
最
初
か
ら
全
学
年
で

取
り
組
め
た
大
き
な
理
由
な
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

教
科
横
断
的
（
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
）
な
学
習

　

全
学
年
を
対
象
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
１
・
２
年
生
で
は
生
活
科

を
、
３
年
生
以
上
で
は
総
合
的
な
学
習
の

時
間
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
を
軸
と
し
て
、	

１
年
生
で
は
図
工
科
、

４	

・
５
年
生
で
は
社
会
科
、
６
年
生
で
は

理
科
と
特
に
強
く
関
連
さ
せ
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
１
年
生
の
図
工
科
で
は
、
造
形

活
動
と
し
て
砂
場
で
山
や
川
を
つ
く
り
ま

す
。
そ
の
時
に
造
形
を
学
ぶ
と
と
と
も
に
、

水
と
触
れ
合
う
感
覚
や
楽
し
さ
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
ま
た
４
年
生
の
社
会
科
で
は
、

水
道
の
学
習
や
郷
土
に
つ
い
て
調
べ
る
学

習
に
関
連
さ
せ
て
、
地
域
の
水
（
水
源
や

学
年
で
は
「
水
や
川
に
関
わ
る
調
べ
学

習
」、
高
学
年
で
は
「
水
や
川
を
分
析
的

に
見
る
実
験
的	

、
課
題
解
決
的
学
習
」

を
行
う
こ
と
を
目
標
に
、
全
学
年
を
通
じ

て
繋
が
り
や
系
統
性
を
持
た
せ
る
よ
う
に

意
識
を
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
変
容
や
教
育
効
果

　

本
校
は
こ
こ
数
年
、
国
語
科
の
授
業
改

善
を
通
し
て
子
供
た
ち
の
表
現
力
育
成
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
校
の

指
定
を
受
け
た
際
に
、
国
語
科
の
授
業
改

善
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
的
な
体
験
活
動
を
リ
ン
ク
し

て
取
り
組
む
こ
と
で
、
表
現
力
の
育
成
と

表
現
す
る
場
の
確
保
が
で
き
な
い
か
と
考

え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
３
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
河

川
教
育
だ
け
で
の
子
供
た
ち
の
変
容
に
つ

い
て
は
、
定
量
的
な
分
析
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
例
え
ば
６
年
生
の
国
語

科
で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
る
際
に
、
水
の
き
れ
い
さ
や
環
境
の

豊
か
さ
に
着
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
っ
た
、
意
識
面
で
の
変
容
が

見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
子
供

た
ち
の
会
話
の
中
か
ら
も
、
環
境
、
水
、

川
と
い
っ
た
も
の
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
体
験
活
動
と
国
語
科
で
培
っ
た
豊

か
な
表
現
力
を
、
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
、
各

河川教育で培う豊かな表現力

I N T E R V I E W
河川基金助成の現場から

　海東小学校では、学校の校区内を流れる二級河川・砂川を主な題材として、
「ふるさとの川に学ぼう～すばらしい水環境は海東から」をキャッチフレー

ズに、平成 26 年度から全校体制での河川教育プログラムの実践に取組んで
います。多様な生き物が棲息する砂川のよさを再確認して地元地域への愛
着を深めるとともに、河川水質調査やホタルの生態調べ、水俣公害の歴史
など、各学年における児童の発達段階に応じた様々な調べ学習・探求的な
学習を系統立て、全学年にわたる河川教育の学習プログラムを実践するこ
とにより、「自分の思いや考えを持ち、進んで表現できる子供の育成」を目
指しています。
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慮
し
た
態
度
に
し
て
も
、
ま
ず
は
子
供
た

ち
を
変
え
る
こ
と
が
最
初
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
家
庭
に
拡
が
り
、
地
域
に
拡
が
っ
て

い
く
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
校
区
全
体

が
持
続
可
能
な
社
会
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

先
生
の
専
門
性
も
活
か
し
た
、
河
川

教
育
の
展
開

　

私
（
那
須
先
生
）
は
県
庁
の
環
境
立

県
推
進
課
に
出
向
し
た
経
験
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
水
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
興

味
と
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
例
え
ば
昨
年
な
ど
は
、

校
長
と
教
頭
が
理
科
の
専
門
で
、
地
層
や

岩
石
の
学
習
と
関
連
づ
け
て
取
り
組
む
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
の
専
門
的
な
知
識
や

興
味
も
活
用
し
な
が
ら
、
各
学
年
が
独
自

の
切
口
や
視
点
を
も
っ
て
取
り
組
み
を
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
と
思
い
ま

す
。

子
供
た
ち
の
変
化
が
、
家
庭
、
地
域

に
も
拡
が
っ
て
い
く

　

子
供
た
ち
は
河
川
学
習
を
通
し
て
、
特

に
環
境
へ
の
関
心
を
強
く
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
下
水
が
水

道
水
源
の
80
％
を
占
め
る
熊
本
県
に
と
っ

て
は
、
節
水
を
行
う
こ
と
や
、
汚
れ
を

出
さ
な
い
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
実
践
の
た
め
に
は
家
庭

や
地
域
を
も
っ
と
巻
き
込
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
学
校
や
子
供
た
ち

か
ら
の
発
信
の
方
法
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

表
現
力
の
育
成
に
し
て
も
、
環
境
に
配

学
年
の
国
語
科
の
学
力
調
査
結
果
は
改
善

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

教
師
の
異
動
へ
の
対
応
や
、
外
部
か

ら
の
支
援

　

教
師
の
異
動
に
つ
い
て
は
、
不
安
は
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
取
り
組
み
が
、
仮
に
異
動
が
あ
っ
て
も

引
き
続
き
継
続
し
て
ゆ
け
る
よ
う
、
指

導
計
画
な
ど
の
資
料
を
学
校
内
で
蓄
積
し

共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
本
校
の
教
師
が
異
動
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
河
川
教
育
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
や
ス
キ
ル
が
他
の
学
校
に
も
広
が
っ
て

い
き
、
河
川
教
育
の
普
及
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

河
川
に
つ
い
て
の
教
師
の
知
識
や
ス
キ

ル
の
向
上
も
課
題
で
す
が
、
地
域
に
は

長
く
そ
こ
で
生
活
や
活
動
を
し
て
い
る
方

や
市
民
団
体
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、

そ
の
よ
う
な
方
々
の
知
識
や
経
験
を
活
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
県
庁
や
地

域
振
興
局
か
ら
の
、
専
門
家
に
よ
る
出
前

授
業
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ

り
気
軽
に
無
理
な
く
取
り
組
む
こ
と
も
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
毎
年
、
県
庁
な
ど
か
ら
の

出
前
授
業
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
専
門
家
の
知
識
や
経
験
を
、
出
前

授
業
の
よ
う
な
形
で
積
極
的
に
活
用
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

（写真右）
那須 亮作　Ryosaku NASU

宇城市立海東小学校　教諭

2012 年より海東小学校において、環境教育並
びに ESD 推進の担当として勤務する。2013 年
には、熊本県庁環境立県推進課に出向し、県の
水環境行政に携わる。2014 年から再び海東小
学校の ESD 担当、研究主任として、河川学習
を中心とした環境学習と国語科の両輪で持続可
能な社会の形成者の育成の研究に取り組む。

河川教育で培う豊かな表現力

I N T E R V I E W
河川基金助成の現場から

（写真左）
鶴田 るみ子　Rumiko TSURUDA

宇城市立海東小学校　教頭　

2014 年から海東小学校に勤務。大学では、雲
仙天草に分布する火砕流堆積物について卒業研
究を行った。小学校に赴任してからは、理科で
地域の自然を教材化することに取り組んでい
る。2015 年度には地域の地質と土壌、地域産
業について関連づける学習を試みている。
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河川基金助成の現場から

I N T E R V I E W

河川教育で培う豊かな表現力

I N T E R V I E W
河川基金助成の現場から

近
年
瀬
戸
内
海
で
は
海
苔
な
ど
の
水
産

物
の
不
作
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
下
水

道
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
陸
か
ら
の
栄
養
塩

負
荷
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
点
に
着
目
し
、
現
地
調
査
や
漁
業
関

係
者
な
ど
か
ら
の
情
報
収
集
を
行
い
、
そ
の

要
因
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
た
研
究
で
す
。

　
齋
藤
先
生
は
従
来
の
陸
水
・
水
文
学
の
枠

組
み
を
超
え
て
海
洋
学
と
の
境
界
分
野
に
踏

み
込
み
、
新
た
な
知
見
を
提
案
し
た
点
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

海
と
陸
を
つ
な
ぐ
研
究

　

学
生
時
代
は
広
島
大
学
に
所
属
し
、
カ
ン

キ
ツ
の
栽
培
が
盛
ん
な
瀬
戸
内
海
の
島
や
ア

ジ
ア
（
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
な
ど
）

の
沿
岸
部
を
対
象
に
、
河
川
水
や
地
下
水
に

よ
る
沿
岸
域
へ
の
栄
養
塩
類
の
輸
送
を
テ
ー

マ
に
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

元
々
陸
の
水
が
海
の
環
境
へ
及
ぼ
す
影
響
に

は
着
目
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
院
卒
業
後

に
ポ
ス
ド
ク
（
博
士
研
究
員
）
と
し
て
愛
媛

大
学
沿
岸
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
赴
任

し
て
か
ら
は
、
海
洋
学
関
連
の
様
々
な
専
門

家
が
独
自
の
視
点
で
研
究
を
展
開
さ
れ
て
い

る
中
で
、
私
自
身
は
陸
水
・
水
文
学
と
い
う

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
活
か
し
、
陸
と
海
を
つ

な
ぐ
よ
う
な
立
場
で
研
究
が
し
た
い
と
一
層

強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平成 27 年度

河川財団奨励賞

受賞

河川財団奨励賞受賞研究
- 陸と海をつなぎ沿岸水産業の持続に向けた新たな知見 -

平成 27 年度の「河川財団奨励賞」を受賞した岡山大学大学院環境生命科学研究科 特任助教　齋藤 光代

さんに、今回の受賞対象となった研究の概要や成果、河川基金への期待、今後の様々な活動への抱負など

をお聞きしました。（河川財団奨励賞は、河川基金助成を受けた研究者のうち、今後の活躍が期待される

優秀な若手研究者を表彰するものです。）

岡山大学大学院環境生命科学研究科 特任助教　齋藤 光代 さん

愛媛県西条市を流れる加茂川の河口干潟。古くから青海苔の産地として有名
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河川財団奨励賞受賞研究
- 陸と海をつなぎ沿岸水産業の持続に向けた新たな知見 -
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海
域
へ
の
到
達
率
の
低
下
が
海
域
へ
の
リ
ン
供

給
量
の
減
少
を
招
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
従
来
の
多
く
の
研
究
で
は
、
海
苔
の

不
作
や
色
落
ち
の
原
因
物
質
と
し
て
窒
素
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

窒
素
が
不
足
す
る
と
海
苔
が
茶
色
や
黄
土
色

に
な
る
「
色
落
ち
」
が
発
生
し
、
商
品
価
値

が
低
下
し
て
し
ま
う
た
め
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

西
条
市
沿
岸
の
青
海
苔
の
生
産
量
変
化
に

は
、
リ
ン
も
強
く
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

目
に
は
見
え
な
い
地
下
水
の
影
響

　

加
茂
川
の
水
は
そ
の
ま
ま
海
へ
到
達
し
に

く
い
反
面
、
地
下
へ
浸
透
し
豊
富
な
地
下
水

帯
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
達
の
こ

れ
ま
で
の
調
査
で
西
条
市
沿
岸
に
お
け
る
海

底
湧
水
（
地
下
水
が
海
底
か
ら
湧
き
出
す
現

象
）
の
存
在
も
確
認
さ
れ
、
地
元
の
漁
業
関

係
者
か
ら
「
干
潟
を
歩
い
て
い
る
と
海
苔
が

良
く
収
穫
で
き
る
と
こ
ろ
は
足
元
（
海
底
）

が
冷
た
い
」
と
い
う
お
話
も
伺
い
ま
し
た
。

一
般
に
、
海
苔
の
養
殖
が
盛
ん
な
の
は
有
明

海
の
よ
う
な
閉
鎖
性
の
高
い
海
域
に
川
か
ら

の
栄
養
塩
が
多
く
流
入
す
る
よ
う
な
環
境
で

あ
る
た
め
、
加
茂
川
河
口
の
よ
う
に
、
川
か

ら
海
へ
の
流
れ
が
頻
繁
に
途
切
れ
る
よ
う
な

場
所
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
地
下
水
を

介
し
た
栄
養
塩
の
供
給
が
海
苔
の
生
育
を
支

え
て
き
た
と
い
う
仮
説
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
の
沿
岸
域
の
栄
養
塩
管
理

や
持
続
可
能
な
水
産
業
へ
の
対
策
を
考
え
て

い
く
う
え
で
は
、
河
川
以
外
に
も
、
地
下
水

や
海
底
堆
積
物
、
さ
ら
に
は
沖
合
海
域
か
ら

の
影
響
を
複
合
的
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
地
下
水
や
堆
積
物

に
関
す
る
研
究
は
、
岡
山
大
学
に
籍
を
置
く

事
に
な
っ
て
か
ら
も
愛
媛
大
学
と
協
働
し
て

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

学
問
領
域
の
横
断
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と

　

西
条
市
と
同
じ
く
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
岡

山
県
備
前
市
に
は
、
海
草
の
一
種
で
あ
る
ア
マ

モ
が
沿
岸
に
密
集
す
る
「
藻
場
」
が
形
成
さ

れ
て
い
る
エ
リ
ア
が
あ
り
、
現
在
は
そ
の
藻
場

の
生
態
系
と
陸
水
（
地
下
水
、
河
川
水
）
と

の
関
係
に
着
目
し
た
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

藻
場
は
食
物
連
鎖
に
お
け
る
一
次
生
産
者
と

し
て
、
光
合
成
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収

だ
け
で
な
く
、
魚
の
産
卵
場
や
隠
れ
場
と
し

て
の
機
能
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
藻
場
の

生
育
に
重
要
な
要
因
の
一
つ
が
水
温
で
、
30

度
以
上
に
な
る
と
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
地
下
水
は
水
温

が
年
間
を
通
じ
て
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、

さ
ら
に
豊
富
な
栄
養
塩
を
含
む
こ
と
か
ら
、

海
底
湧
水
が
藻
場
の
生
育
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に

働
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

私
は
元
々
陸
水
・
水
文
学
を
専
門
に
研
究

を
し
て
お
り
、
幸
運
に
も
海
洋
学
の
分
野
に

足
を
踏
み
入
れ
る
機
会
を
得
て
わ
ず
か
な
が

ら
も
学
問
領
域
を
横
断
す
る
こ
と
が
で
き
た

瀬
戸
内
海
は
漁
業
や
海
苔
の
養
殖
な
ど
の
水

産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
、
今
回
研
究
の
対
象

と
し
た
愛
媛
県
西
条
市
を
流
れ
る
加
茂
川
の

河
口
干
潟
も
、
古
く
か
ら
青
海
苔
の
産
地
と

し
て
有
名
で
す
（
右
頁
写
真
）。
と
こ
ろ
が
そ

の
生
産
量
は
年
々
減
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
そ
の

原
因
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

加
茂
川
は
少
し
特
殊
な
川
で
、
川
の
水
が

河
口
ま
で
到
達
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
伏
流
（
伏
没
）
と
い
う
川
の
水
が
地

下
へ
浸
み
込
ん
で
し
ま
う
現
象
に
よ
る
も
の

で
、
特
に
渇
水
時
な
ど
水
が
少
な
い
時
に
は

目
に
見
え
る
水
の
流
れ
と
し
て
は
河
口
ま
で

た
ど
り
着
か
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
調
べ

て
み
る
と
、
近
年
加
茂
川
の
水
が
河
口
ま
で

到
達
し
な
い
日
数
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
海
苔
の
生
育

に
必
要
な
窒
素
や
リ
ン
な
ど
の
栄
養
塩
が
川

か
ら
海
へ
十
分
に
供
給
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
の
因
果
関
係

の
検
証
を
試
み
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
、
西
条
市
お
よ
び
西
条
市
漁
業

協
同
組
合
よ
り
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
加
茂

川
と
そ
の
沿
岸
海
域
お
よ
び
海
苔
養
殖
に
関

す
る
最
近
約
40
年
間
に
及
ぶ
デ
ー
タ
を
整
理

し
た
結
果
、
海
苔
の
生
産
量
は
１
９
７
３
年

以
降
減
少
し
て
お
り
、
最
近
10
年
間
は
特
に

少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
に

沿
岸
海
水
中
の
リ
ン
濃
度
が
顕
著
に
低
下
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
リ

ン
は
懸
濁
粒
子
に
吸
着
さ
れ
や
す
い
性
質
を

持
つ
た
め
、
加
茂
川
の
流
量
の
減
少
お
よ
び

瀬戸内海では近年養殖海苔の不作が深刻化しており、その一因として河川
からの栄養塩供給量の減少が指摘されています。そこで齋藤先生の研究で
は、全国有数の青海苔の漁場である愛媛県加茂川河口干潟に対する、洪水
時を含めた最近数十年間の栄養塩供給量変化を推定し、それに及ぼす河川
水伏没およびダム建設の影響評価を行い、それらの結果から陸−海を通じ
た健全な水・栄養塩循環構築のための河川・ダム管理への提言を行ってい
ます。

岡山大学大学院環境生命科学研究科 特任助教　齋藤 光代先生の取組み
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論
文
と
し
て
発
表
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、

公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
地

元
に
発
信
し
、
で
き
る
限
り
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
教

育
面
で
は
、
大
学
で
環
境
水
理
学
な
ど
の

講
義
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
た
ま
に
高

校
生
を
対
象
に
講
義
を
す
る
機
会
も
あ
り

ま
す
。
水
の
大
切
さ
や
面
白
さ
を
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
観
点
か
ら
若
い
人
々
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
最

近
は
海
外
を
対
象
と
し
た
研
究
に
も
関

わ
る
機
会
が
増
え
て
き
た
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
土
台
に
よ
り
幅
広
い
視
野
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

齋藤 光代　Mitsuyo SAITO

岡山大学大学院環境生命科学研究科 特任助教　博士（学術）

1980 年 佐賀県生まれ
2003 年 3 月 広島大学総合科学部総合科学科 卒業
2005 年 4 月～ 2008 年 3 月 広島大学大学院生物圏科学研究科 日
本学術振興会特別研究員（DC1）
2008 年 3 月 広島大学大学院生物圏科学研究科 博士後期課程修了
2008 年 4 月～ 2011 年 3 月 愛媛大学沿岸環境科学研究センター 
研究員
2011 年 4 月～ 2013 年 3 月 同センター 日本学術振興会特別研究
員（PD）
2013 年 4 月より現職

主な受賞
2010 年度　日本陸水学会 吉村賞
2015 年度　クリタ水・環境科学 研究優秀賞

主な著書・論文
「陸域の地形と地下水流動に基づく海底湧水の評価（書籍名；地

下水・湧水を介した陸ー海のつながりと人間社会）」（共著 恒星
社厚生閣 2017 年）

「沿岸地下水流出域におけるリン動態」（共著 国際環境研究協会 
2015 年）

関
係
す
る
研
究
も
十
分
そ
の
対
象
に
な
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に
若
手
の
研
究
者

に
と
っ
て
は
、
こ
う
い
っ
た
財
団
の
助
成

金
に
応
募
す
る
こ
と
は
良
い
申
請
書
を
書

く
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り
ま
す
し
、

自
分
の
研
究
を
い
か
に
社
会
に
還
元
で
き

る
か
と
い
う
視
点
で
頭
の
中
を
整
理
す
る

良
い
機
会
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
自

身
も
、
近
い
う
ち
に
ま
た
応
募
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
共

同
研
究
者
や
対
象
地
域
の
方
々
の
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
得
ら
れ
た
結
果
を
引
き
続
き
研
究

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
は
、
陸
水

の
持
つ
水
資
源
と
し
て
の
役
割
に
加
え
、

陸
と
海
の
物
質
循
環
と
生
態
系
を
つ
な
ぐ

と
い
う
も
う
一
つ
の
重
要
な
役
割
に
も
着

目
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

進
路
を
決
め
た
原
体
験

　

子
供
の
頃
は
、
川
や
池
と
い
っ
た
水
辺

や
水
族
館
な
ど
水
の
流
れ
を
感
じ
ら
れ
る

場
所
が
好
き
で
、
釣
り
が
好
き
な
父
と
一

緒
に
渓
流
へ
出
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
子
供
の
頃
か
ら
漠
然

と
水
と
い
う
物
質
や
水
環
境
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
進
学
を
決
め

る
た
め
自
分
が
本
当
に
興
味
の
あ
る
こ
と

を
掘
り
下
げ
た
際
に
、
そ
う
い
っ
た
子
供

の
頃
の
原
体
験
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
見
た
テ

レ
ビ
の
Ｃ
М
で
、
水
環
境
を
扱
う
女
性
研

究
者
が
子
供
と
川
辺
を
歩
く
シ
ー
ン
が
あ

り
、
水
に
関
係
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
今
こ

う
し
て
水
環
境
を
扱
う
科
学
の
道
を
歩
め

て
い
る
こ
と
を
、
と
て
も
幸
せ
に
思
っ
て
い

ま
す
。

今
後
の
抱
負

　

河
川
基
金
は
、
河
川
に
関
す
る
研
究
の

み
を
助
成
の
対
象
と
し
て
い
る
よ
う
な
印

象
を
受
け
ま
す
が
、
私
が
採
択
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
の
よ
う
に
海
域
や
地
下
水
に

す
。

　

最
後
に
、
本
研
究
に
助
成
い
た
だ
い
た

河
川
財
団
の
皆
様
、
顧
問
の
先
生
方
に
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
表
彰
い
た
だ
い

た
研
究
成
果
は
、
大
学
院
の
恩
師
で
あ
る

広
島
大
学
の
小
野
寺
真
一
先
生
と
研
究
室

の
方
々
、
共
同
研
究
者
で
あ
る
西
条
市
の

徳
増
実
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
上
げ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
表
彰
を
励
み
に
し

て
、
今
後
も
河
川
環
境
お
よ
び
そ
れ
を
取

り
巻
く
境
界
分
野
の
研
究
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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I N F O

水や川への知識・理解
を深めるための活動

　河川財団は河川基金の運用益の一部を用いて国際
的水教育プログラム「プロジェクトWET」の日本事
務局として活動しています。プロジェクトWETは水
に関する様々なテーマ（流域、防災、衛生、利用、特性、
水循環、地下水、文化等）を扱い、グループによるディ
ベート、ロールプレイング、シミュレーション、実験、
調査、実演等の指導方法等を用いた水教育のノウハ
ウがパッケージ化されたものです。
　このツールを用い、子どもたちに水についてより
理解を深めてもらうための指導者を認定するなど、
日本におけるプロジェクトWETを推進しています。

全世界 66以上の国と地域で普及され
ている国際的水教育プログラム。「ア
クティブ・ラーニング（主体的・対
話的で深い学び）」の要素を持ち、模
擬体験や協同学習をベースとしたプ
ログラム。日本では河川財団が事務
局となり、全国で約 8,000 人が指導
者として登録されている。

国際的水教育プログラム
プロジェクト WET の推進

プロジェクト WET

　プロジェクトWET を通じた水教育の推進には、
ファシリテーターと呼ばれる約 300 人の上級・普及
指導者と約 8,000 人の一般指導者が中核となってお
り、職業も学校関係者や会社員、行政職員、NPOの
方々と様々です。
　2015 年度からミス日本コンテスト事務局と連携
し、歴代のミス日本「水の天使」受賞者がプロジェ
クトWET エデュケーター講習会を受講し、イベン
ト等で活用していただいています。2015 年の柴田
美奈さん、2016 年の須藤櫻子さんに続き、1月末に
2017	ミス日本「水の天使」を受賞された宮﨑あず
ささんは、3月にエデュケーター資格を取得するな
ど、水の広報官として活動する準備を万全にしてい
ます。
　プロジェクトWETの推進にあたり、河川財団では
こうした様々な主体や分野の方々と連携し、水教育・
河川教育の輪を広げて参ります。

日本におけるプロジェクト WET

様々な主体との連携・広がり

2 月に河川財団を訪問し、関理事長と歓談された 2017 ミス日本「水の天使」宮﨑あ
ずささん。翌月 3 月にはエデュケーター講習会を受講するなど積極的な活動を開始し
ています。

年に 1 度開催されるプロジェクト WET のファシリテーター（上級・普及指導者）講
習会の様子。ファシリテーターが核となり各地でエデュケーター（一般指導者）講習
会を開催しています。
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ご寄付の御礼

　平成 28年 4月 1日から平成 29年 3月 31
日までの一年間に、「一般財団法人　宮崎大
淀川スポーツセンター」や「釧路リバープロ
テクション 21 の会」をはじめとする、団体
や個人の皆様から 3,875,640 円のご寄付をい
ただきました。寄付者の皆様に心より御礼申
し上げます。
　ご厚志につきましては、河川基金として管
理し、その運用益を河川の治水・利水・環境
に関する調査、川づくり団体の活動や学校で
の河川教育を支援する助成事業のために有効
に使わせていただく所存でございます。

寄付金の
税法上の優遇措置について

当財団は、内閣総理大臣より
「公益財団法人	」としての認
定を受けております（認定日
は平成 25 年 3月 21 日、法人
登記日は同年 4月 1日）ので、
当財団への寄付金には上記の
河川基金への寄付金及び一般
寄付金のいずれについても特
定公益増進法人としての税法
上の優遇措置が適用され、所
得税（個人）・法人税（法人）
の所得控除等が受けられます。

詳細は河川財団HPをご覧下さ
い。

公益財団法人　河川財団
　　理事長　　関　克 己

数字で見る「河川基金」

約10,350件助成件数
（昭和 63 年度～平成 29 年度）

約117億円助成総額
（昭和 63 年度～平成 29 年度）

昭和 63 年に河川財団（河
川環境管理財団）に「河
川整備基金」として設立。
設立後 30 年近くを経過
し、社会情勢の変化等に
対応するため「河川基金」
として新たなスタートを
切っています。

「河川基金」とは

河川財団 検索

河川財団は、我が国の助成財団の
中で、助成等事業費で 45 位にラ
ンキングされています。

（「日本の助成財団の現状」より
助成財団センター調べ　H26 年度）

助成等事業費

45位

寄付者の皆様へ

河川基金ウェブサイトでは、助成事業に関するイベント等の「活
動告知ページ」及び「活動報告ページ」を設けております。助
成を受けられている方はぜひご活用下さい。

河川基金ウェブサイトを
ご活用ください。

www.kasen.or. jp/kikin/



●
編

集
発

行
：

公
益

財
団

法
人

　
河

川
財

団
　

基
金

事
業

部
　

本
誌

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。
http://w

w
w

.kasen.or.jp
36

2017
April

Vol.

河川財団は、河川に関する調査・研究及び環境整備並びに
河川への理解を深めるための活動に対する助成並びにその
実施を行うことにより、 国土の利用、整備又は保全及び国
民の心身の健全な発達を促進し、公共の福祉を増進します。
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